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や
林
を
抱
え
る
漁
業
者
は
多
く
、
放
置
し
て
い
た
森
林

に
手
を
入
れ
て
間
伐
材
で
作
っ
た
薪
を
売
る
。「
自
伐

林
業
」
と
呼
び
、
名
付
け
て
「
復
活
の
薪
」
で
す
。

　

岩
手
県
も
後
押
し
し
、
自
伐
林
業
を
推
進
す
る
高
知

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
指
導
で
研
修
会
が
開
か
れ
、
そ
の
夜
の
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
漁
師
が
「
自
分
た
ち
の
手
で
『
未
来

を
拓
く
』
こ
と
に
真
の
復
興
が
あ
る
」。

　

後
日
、
吉
里
吉
里
の
漁
師
か
ら
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し

た
。《
津
波
の
前
の
吉
里
吉
里
の
海
よ
り
も
、
も
っ
と
豊

か
な
三
陸
の
海
を
、
孫
子
の
代
ま
で
継
続
さ
せ
な
が
ら

つ
く
り
育
て
、
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
の
こ
と
が
、

津
波
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
笑
わ
れ
な
い
、
恥
ず

か
し
く
な
い
、
私
た
ち
被
災
者
の
生
き
方
だ
と
信
じ
ま

す
》。
自
然
と
折
り
合
っ
て
生
き
る
災
害
常
襲
国
の
「
民

の
覚
悟
」
に
心
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
地
域
住
民
同
士
、
地
域
と
政

府
、
産
業
界
と
地
域
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

重
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
道
21
世
紀
新
聞
は
「
小

さ
な
小
さ
な
架
け
橋
役
」
で
す
が
、
脆
弱
な
国
土
に
生

活
す
る
日
本
人
が
過
酷
な
試
練
を
乗
り
越
え
よ
う
、
未

来
へ
生
き
抜
こ
う
と
す
る
と
き
に
、
人
々
の
「
多
様
な

心
根
」
に
寄
り
添
い
、
読
者
に
伝
え
、
さ
さ
や
か
な
が

ら
、
お
力
に
な
れ
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

※

「
人
と
道
研
究
会
」
が
全
国
の
「
道
の
駅
」（
国
土
交
通

省
登
録
九
百
七
十
七
駅
）
で
原
則
隔
月
に
無
料
配
布
し

て
い
る
タ
ブ
ロ
イ
ド
新
聞
で
す
。
国
土
保
全
や
防
災
、

人
と
道
の
関
わ
り
、
緑
化
や
環
境
、
地
域
連
携
や
観
光

な
ど
幅
広
い
テ
ー
マ
で
33
号
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
道

路
利
用
者
や
地
域
住
民
、
道
路
交
通
に
関
わ
る
行
政
、

事
業
者
、
企
業
な
ど
の
対
話
・
交
流
・
連
携
で
心
の
通

う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
促
進
が
目
的
で
す
。

　

二
〇
〇
四
年
の
新
潟
県
中
越
地
震
で
「
道
の
駅
」
が

防
災
拠
点
の
役
割
を
担
い
、
被
災
者
や
道
路
利
用
者
に

情
報
を
提
供
し
、
臨
時
避
難
所
や
自
衛
隊
な
ど
の
前
線

基
地
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
目
の
当
た
り
に
し

　

道
21
世
紀
新
聞
の
「
読
者
の
声
」
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
に
は
、
毎
号
一
千
〜
二
千
通
の
投
稿
が
あ
り
ま
す
。

累
計
八
万
通
を
超
え
ま
す
。

　
《
震
災
は
、こ
の
世
の
も
の
と
は
思
え
な
い
く
ら
い
の

体
験
で
し
た
が
、（
第
32
号
で
）
先
祖
先
人
が
乗
り
越
え

て
き
た
戦
災
、
風
水
害
、
震
災
な
ど
幾
多
の
困
難
が
あ

っ
た
こ
と
を
か
み
し
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成

の
時
代
の
地
震
、
津
波
、
原
発
の
同
時
災
害
を
乗
り
越

え
る
こ
と
で
未
来
の
日
本
人
に
「
引
き
継
ぐ
力
」
を
伝

え
た
い
と
改
め
て
思
い
直
し
ま
し
た
。「
道
の
駅
」
が
心

の
安
ら
ぎ
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
感
謝
》

（
茨
城
県
日
立
市  

パ
ー
ト
職
員
・
六
十
四
歳
）

　
《
道
21
世
紀
新
聞
を
入
手
で
き
て
ラ
ッ
キ
ー
。
今
一

番
知
り
た
い
こ
と
が
全
部
読
む
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に

日
本
と
外
国
と
を
比
べ
て
あ
り
、
学
校
で
こ
ん
な
こ
と

教
え
て
く
れ
た
こ
と
な
い
よ
！ 

い
ま
初
め
て
日
本
と

い
う
国
土
は
リ
ス
ク
だ
ら
け
だ
と
思
い
ま
し
た
。「
住

め
ば
都
」
と
思
い
、
こ
の
土
地
、
国
、
地
域
、
住
人
た

ち
を
愛
し
て
日
本
人
と
し
て
し
っ
か
り
と
大
地
に
足
を

つ
け
、
千
年
桜
に
負
け
ず
、
生
き
て
い
き
ま
し
ょ
う
》

（
群
馬
県
安
中
市  

会
社
員
女
性
・
三
十
九
歳
）

　

お
便
り
の
一
通
一
通
が
身
に
し
み
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
た
く
存
じ
ま
す
。
情
報
発
信
が
、
人
々
の
単
な
る

考
え
る
素
材
に
止
ま
ら
ず
、
読
者
の
心
を
動
か
し
、
読

て
そ
の
実
態
を
伝
え
、
国
土
に
つ
い
て
再
考
し
て
も
ら

え
れ
ば
と
の
思
い
が
発
行
の
契
機
で
し
た
。

　

道
21
世
紀
新
聞
は
、
い
わ
ば
国
土
考
察
の
「
ハ
ン
ミ

ョ
ウ
の
志
」
を
背
負
い
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

※

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
三
カ
月
後
の
六
月
の
こ
と
、
私

は
岩
手
県
大
槌
町
吉
里
吉
里
地
区
を
取
材
で
訪
ね
ま
し

た
。
ガ
レ
キ
の
山
の
被
災
地
に
た
た
ず
み
、
改
め
て
日

本
人
が
負
っ
た
過
酷
な
現
実
と
試
練
に
、
心
底
、
魂
が

震
え
ま
し
た
。
沿
岸
漁
業
者
は
仕
事
を
奪
わ
れ
、
国
な

ど
の
支
援
を
待
つ
だ
け
で
は
前
に
進
め
ま
せ
ん
。
着
目

し
た
の
が
「
海
の
恋
人
の
森
」
で
し
た
。
後
背
地
に
森

者
を
行
動
に
移
す
契
機
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
33
号
で
掲
載
し
た
札
幌
の
小
学
校
長
の
寄
稿
「
社

会
科
教
育
で
国
土
を
も
っ
と
教
え
よ
う
」
に
つ
い
て
、

読
者
が
ネ
ッ
ト
の
ブ
ロ
グ
で
《
国
土
の
特
徴
を
考
慮
し

た
土
木
や
建
築
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
小
学
生
の
う

ち
か
ら
勉
強
す
る
こ
と
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な

が
る
か
も
し
れ
な
い
》
と
も
記
す
。
東
日
本
大
震
災
の

伝
承
に
原
点
の
「
国
土
教
育
」
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

※

　

東
日
本
大
震
災
で
国
の
将
来
像
を
ど
う
描
く
の
か
。

再
生
・
復
興
へ
世
界
に
冠
た
る
技
術
力
や
総
合
力
、
そ

し
て
日
本
の
真
価
が
今
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、

「
国
家
と
個
」
の
観
点
か
ら
埋
没
し
が
ち
な
人
々
の
喜

怒
哀
楽
の
「
多
様
な
心
性
」
も
汲
み
取
る
こ
と
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
新
た
な
国
造
り
、
国
土
の
未
来
の

姿
、
日
本
人
の
進
化
が
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

六
月
中
旬
、
東
京
ド
ー
ム
で
ロ
ッ
ク
歌
手
・
氷
室
京

介
さ
ん
の
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ
に
二
日
間

で
十
一
万
人
が
詰
め
か
け
、
六
億
六
千
九
百
万
円
の
寄

付
に
つ
な
が
っ
て
、
震
災
で
書
き
下
ろ
し
た
「
Ｉ
Ｆ 

Ｙ
Ｏ
Ｕ　

Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｔ
」
も
会
場
を
包
み
ま
し
た
。

　
《
道
な
き
未
知
を
進
め  

コ
ン
パ
ス
は  M

y Soul

》

　

道
21
世
紀
新
聞
も
人
々
の
「
心
の
羅
針
盤
」
を
支
え

に
未
知
な
る
道
を
共
に
築
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

絶
滅
危
惧
種
カ
ワ
ラ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
も
、
受
難
の
歴
史

を
新
た
に
刻
み
ま
し
た
。

　

赤
、
青
、
緑
の
極
彩
色
の
、
日
本
で
最
も
美
し
い
と

さ
れ
る
甲
虫
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
科
で
、
岩
手
県
釜
石
市
の
海

岸
に
も
生
息
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
小
さ
な
命
も
、
約

二
万
人
が
死
亡
・
行
方
不
明
と
な
っ
た
東
日
本
大
震
災

の
大
津
波
の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

人
が
近
づ
く
と
、
ち
ょ
っ
と
飛
ん
で
は
す
ぐ
先
で
止

ま
る
。
こ
れ
を
繰
り
返
す
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
は
、
ま
る
で
人

に
道
を
教
え
る
た
め
に
飛
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
、
別

名
「
道
教
え
」
と
い
う
名
で
有
名
で
す
。

　
「
道
21
世
紀
新
聞
（
ル
ー
ト
プ
レ
ス
）」
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

Junko M
atsum

oto

Ｎ
Ｐ
Ｏ「
人
と
道
研
究
会
」
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